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第５章 統計 
 

【報告書資料】 

統計メニューの「報告書資料」では、支給・控除項目別に、年度の月例給与・期末勤勉・ 

差額の金額を、職員ごとに一覧で出力します。 

 

１】 内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

支給・控除項目ごとに、出力されます。 

職員別に、1行目：月例給与・2行目：期末勤勉・3行目：差額の金額が出力されます。 

支給年月日の月に計上されますが、月例給与の金額については、支給年月日の前月に計上 

（スライド）して出力することができます。 
 

 

２】 出力するタイミングについて 

月例給与・期末勤勉・差額が処理中の場合は、出力することができません。 

月例給与更新後、月例給与・期末勤勉・差額の処理を始める前に出力してください。 
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３】 出力手順 

（１） 「統計（Ｆ）」－「01.報告書資料」をクリックします。 

 

 

 
  

（２） 出力条件を設定し、 ＯＫ  ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
  

出力条件 説   明 

対象年度 対象年度を指定します。 

スライド 月例給与の金額を、支給年月日の前月に計上させる場合は、「する」

に設定します。 
 

［スライド：する］にした場合、例えば 4月に支給された金額が、 

3 月に計上されます。 

項目選択 出力する項目をチェックします。 
 

 一括チェック  ボタンをクリックすると、全項目にチェックが入

ります。 

 一括クリア  ボタンをクリックすると、全項目のチェックが解除

されます。 

部課コード 部課コードで絞り込む場合は、部課コードを選択します。 

形態区分 形態区分を選択します。（必須設定項目） 

※ 報告書資料は、形態区分ごとの出力となります。 

対象職員 職員を選択します。 

 

 

  

出力する項目に 
チェックを入れます。 

職員を選択します。 
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（３） プレビュー画面が表示されます。 

右側に、出力条件で選択した項目が並んでいます。 

項目をクリックして内容をご確認ください。 
 

表示している項目だけ印刷する場合は、 印刷  ボタンをクリックします。 

選択した全科目を印刷する場合は、 一括印刷  ボタンをクリックします。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  
 

［スライド：する］で出力した場合、ヘッダ部分に 

「月例給与の金額は翌月支払い分を印字しています。」という文章が表示されます。 

 

 

 

 

 
  
 
 

 スライド処理に関する注意！ 

スライド処理されるのは、月例給与の金額のみです。 

期末勤勉・差額にのみ計上される項目を選択して［スライド：する］に設定しても、 

スライド処理はされません。 

 

 

  

出力条件で選択した 
項目が並んでいます。 
項目をクリックして 
内容を確認します。 

項目が多い場合は、 
スクロールバーが表示 
されます。 
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＊＊＊このページは白紙です。＊＊＊ 

 

 

 


